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調査研究実績 

の概要○○○ 

多層誘電体格子による電磁波の散乱問題に関しては，極めて複雑な構造を持つ構造に対

しても多くの数値解析法が報告されているが，水平方向からの入射角度が極めて小さい低

入射角で平面波が入射する場合，誘電体格子の構造に関係なく，反射率が1に近づく現象の

解明は見逃されてきた． 

申請者が従来から提案してきた行列固有値法という誘電体格子の解析法において，上記

の現象は固有値がゼロで縮退し，計算できない問題に相当する．固有値の縮退は，入射波

領域だけでなく，多層構造の中間領域においても生じ，計算不可になる．申請者は入射面

と格子列が直交する2次元問題に限り，この固有値の縮退問題を解決した．しかし，より現

実的である入射面と格子列が直交しない 3次元問題については未解決である． 

そこで本研究では，多層誘電体格子の3次元散乱問題に対する行列固有値法を改良して，

固有値がゼロで縮退し，計算不可になることを無くしたことを報告した．このことは，数

値計算の実行者にとってはたいへん有益なことである． 

図 1 は多層誘電体格子に任意の 3次元方向（θ,φ）から平面波が入射する電磁波散乱

問題である．マクスウェル方程式から得られる 1階微分方程式の係数行列の行列固有値問

題に基づく解析法を申請者は提案してきた．この方法は，相異なる固有値（伝搬定数）を

もつことを前提とし，係数行列を対角化することにより，微分方程式の解を求めている． 

次頁に続く 



調査研究実績 

の概要○○○ 

本研究では，この行列固有値法において，新しい形式の変換行列と改良した伝搬行列を

導出した．これらの行列の積と散乱因子を用いて，新しい電磁界表現式を提案し，行列固

有値法を改良した．これにより，固有値がゼロで縮退する場合も扱うことができるように

なった．また，固有値がゼロで縮退する場合と通常の縮退しない場合を統一的に扱うこと

ができ，計算不可になることを無くした． 

 

図 1  多層誘電体格子の 3次元散乱問題 
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